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I．はじめに
　月経のとらえ方は．月経時の対処行動やセルブケアに影響
を及ぼすだけでなく，女性性・母性性の受容との関連や女性
の健康、女性として自己の確立においても重要な要因であ
り112〕．健康支援に関わる上で女性の月経のとらえ方を把握
することは重要であ糺特に月経が整っていく過程にある女
子高校生の健康支援においては、月経をどうとらえているか
の把握はより重要となる。
　これまでの研究では，月経のとらえ方と対処行動やセルフ
ケアヘの関連についての研究や報告1ト引がいくつかみられる。
しかしこれらの研究は月経が整った段階にある大学生や専門
学校生を対象としたものであり、高校生に対する大規模調査
は少ない。
　そこで我々は女子高校生が抱く月経に対するイメージの特
徴やその変化から、月経のとらえ方の一端を明らかにするこ
とを試みた。
I．研究目的
表1　月経のイメージの質問紙
　女子高校生の月経についてのイメージについて明らかにす
る。
皿．研究方法
　1．調査期間：平成22年8月から平成22年12月
　2．調査対象1九州A県全域の県立高校9校の女子生徒1
～3年生3094名
　内訳は普通科高校4校，専門学科（農業・商業・工業）5
校
　3．調査方法：集合法による自記式質問紙調査
　4．測定用具：月経のイメージに関する尺度は，文献ヨ〕を
もとに研究者が作成した月経に対するポジティブイメージ4
項目．ネガティブイメージ5項目1その他1項目の10項目
であり．回答方式はリッカートスケールによる「とても思
う」「まあまあ思う」「あまり思わない」「全く思わない」の
4件法であり，得点が高いほど，その項目に対する思い（イ
メージ）が強いことを示す（表1）。
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劃．大人になるしるしなのでうれしい 4 3 2 1
b．めんどうくさいもの 4 3 2 1
o．しようがないもの 4 3 2 1
d．不潔・汚らしい 4 3 2 1
e．大切なもの 4 3 2 1
f、恥ずかしいもの 4 3 2 1
g．なくていいもの・邪魔なもの 4 3 2 1
h．女の子だけ損だと思う 4 3 2 1
i．女性として自然なもの 4 3 2 1
j、女性にしかないものだから誇らしい 4 3 2 1
　5．分析方法：統計処理ソフトSPSSVer．18を用いて、基
本統計量の算出，一元配置分散分析を行い．有意差が見られ
た項目についてScheffe法による多重比較を行った。
　6．倫理的配慮：高校の協力を得て．一斉に配布回収する
集合調査を行った。
　集合調査のため，生徒には口頭及び書面にて，研究者また
は養護教諭が、研究目的や内容，方法．倫理的配慮について
説明した。具体的には，質問紙は無記名とし，調査への参加
は自由であり．中断も可能、これにより迷惑がかかることは
全くないことを高校生に理解しやすい表現で説明を行った。
また．回答の自由を確保するために1質問紙は回答の有無に
かかわらず，対象者が配布時の封筒に入れ封をしたのち．回
収。質問紙の回答により同意を得たものとしたpなお．本研
究は宮崎県立看護大学倫理審査委員会の承認を得た。
lV．結　　　果
　1．対象者の概要1質問紙の配布教は3094名であり．こ
のうち未回収11名、回答拒否（白紙提出）8名であった。
有効回答数は3075名（99．4％）。内訳は1年生1079名．2年
生998名，3年生998名であった。
　2．高校生が持つ月経のイメージの実態
　「とても思う」「まあまあ思う」と答えた割合についてみる
と．最も多かったものが、「面倒くさいもの」2909名
（952％）「しようがないもの」2856名（93．6％）「女性とし
て自然なもの」2696名（88．6％）「大切なもの」2285名
（74．9％）の順であった。一方少なかった項目は，「恥ずかし
いもの」526名（17．3％）「女性として誇らしいもの」563名
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表2学年問による月経のイメージの変化
1年生　　　　　　2年生　　　　　　3年生
平均合成得点くSE〕平均合成得点（SE）平均合成得点（SE）
犬切なもの
2．81　（O．02）　　　　　　　　2．98　（O．02）　　　　　　　3．08　（O．02）
@　　ヒ＝竺二±．。，上二’
女性として
酎Rなもの
3．！　（O．02〕　　　　　　　　　3．2　‘C．02〕　　　　　　　　3．3　（O．02）　　　」“‡＿＿＿」　　　　」‡‘」　　　」＾”」
恥ずかしいもの
2．OO　｛O，022）　　　　　　1．88　（O．024〕　　　　　　1．78　（O．023）
@　　ヒニ⊥二±．，，上ニニー
不潔・汚らしい
2．23　（O，023〕　　　　　　2．21　（O．024〕　　　　　　2．07　（O．025〕　　　」“」　　　」ヰ“」
なくてもいいも
ﾌ・邪魔なもの
2．72　（O，027）　　　　　　2，68　（C．028〕　　　　　　2．60　（O．030）
@　　」‡」めんどうくさい
烽ﾌ
3．51　（O，02）　　　　　　　3．58　くO．Oユ9〕　　　　　　3．59　（O．Oユ9〕　　　L　・　」　　　」　．　」
しょうがない
烽ﾌ
3．30　（O．02〕　　　　　　　　3．37　｛O．O19）　　　　　　　3．42　（O．O19〕　　　」　‡　」　　　」　‡　」
・pくO．05．　・‘pくO．01．　‘’，pくO．OO工
（18．5％）「大人になるしるしなのでうれしい」776名
（25．5％）「不潔・汚らしいもの」889名（29．2％）の順であっ
た（図ユ）。
　次に．月経をボジテイプにとらえている項目（以下ポジ
テイプ項目）を学年別に見たところ、「とても思う」「まあま
あそう恩う」が多かった項目は「女性として白然なもの」で
あり1年生84．6％．一2年生89．8％．3年生は91．6％．また「大
切なもの」は1年生67．4％．2年生77．1％，3年生は80．7％
であった。一方，「大人になるしるしなのでうれしい」は1
年生22．7％，2年生26．3％、3年生は27．6％，「女性にしかな
いものだから誇らしい」は1年生16．0％、2年生17．5％，3
年生は22．0％であった。
　また同様に「月経をネガテイブにとらえている項目（以下
ネガティブ項目）で「とても思う」「まあまあそう思う」が
多かった項目は，「面倒くさいもの」1年生93．3％，2年生
96．2％．3年生は96．4％であった。次いで「女の子だけ損だ
と思う」が1年生58．7％，2年生65．2％．3年生は60．9％、「な
くていいもの・邪魔なもの」がユ年生579％、2年生56．2％．
3年は51．7％であった。一方少なかった項目は「不潔・汚ら
しいもの」は1年生32．4％，2年生277％、3年生は27．3％．
「恥ずかしいもの」は1年生198％，2年生174％，3年生は
14．4％であった。
　3．学年間による月経のイメLジの差（表2）
　学年間で月経のとらえ方に差があるかどうかを見るために、
4つの尺度の「とても思う」4点，「まあまあ思う」3点，「あ
まり思わない」2点，「まったく思わない」1点として学年ご
とに10項目それぞれの平均合成得点を求め，一元配置分散
分析および多重比較を行った。その結果，7項目で挙年聞に
有意な差が見られた。
　ポジテイブ項目で，学年間に有意な差が見られた項目は
「大切なもの」「女性として自然なもの」であった。「大切な
もの」の平均得点は1年生Z81±O．02点、2年生2．98±O・02
点、3年生3．08±0－02点であり（F＝33，546．p〈0，001）、
Sche血e法による多重比較の結果，2年生は1年生（pくO．001）
よりも，3年生は1年生（pくO．001）や2年生（p〈O．001）より
も有意に平均点が高く，月経牽「大切なもの」と思？ている
ことが分かった。また「女性として自然なもの」でも．平均
得点が1年生3．1±0り2点，2年生3．2±O．02点、3年生3．3
±0．02点であり（F＝24，241．p〈O．001）、多重比較の結果．2
年生は1年生（p〈0．01）よりも，3年生は1年生（p＜0，001）
や2年生（p〈O．01）よりも平均点が高く．月経を「女性とし
て自然なもの」と思っていた。
　ネガティブ項目で，学年問に有意な差が見られた項目は，
「恥ずかしいもの」「不潔・汚らしいもの」「面倒くさいも
の」「なくていいもの・邪魔なもの」の4項目であった。「恥
ずかしいもの」の平均得点は1年生2．00±O．022点，2年生
1．88±O．024点．3年生1．78±0，023点であり（F＝11り22，
一78一
第42回（平成23年度）日本看護学会論文集　母性看護　2012年
p〈O．001），多重比較をしたところ，2年生はユ年生（p＜0．01）
よりも、3年生は2年生（p〈0℃1）や1年生（p＜O．001）より
も平均点が有意に低くなっていた。「不潔・汚らしいもの」
でも，平均得点は1年生2．23±0，023点．2年生2．21±O．024
点、3年生2．07±0，025点であり（F＝11，022．p〈0，001）、多
重比較の結果、2年生は1年生よりも（p〈O．01），3年生は1
年生（p〈O．001）よりも平均点が有意に低かった。また「なく
ていいもの・邪魔なもの」も平均得点はユ年生2．72±O．027
点，2年生2．68±0，028点、3年生2．60±0，030点であり
（F＝4，368，p〈0．05）、多重比較の結果．3年生はユ年生
（p〈O．05）よりも平均点が有意に低かった。これらから，高学
年は低学年に比べ．月経を「恥ずかしいもの」「不潔・汚ら
しいもの」「なくていいもの・邪魔なもの」とは思っていな
かった。
　一方，「面倒くさいもの」の平均得点は1年生3．51±0．02
点，2年生3．58±O．019点，3年生3．59±C．019点であり
（F＝5，354．p〈O．0！）、多重比較の結果．2年生は1年生
（p＜0℃5）よりも，3年生は1年生（p〈0．05）よりも平均点が
有意に高く，高学年は低学隼に比べ月経を「面倒くさいも
の」と思っていた。
　またその他の「しようがないもの」も学年間に有意な差が
見られ，ユ年生3．30土O．02点，2年生3．37±0－02点、3年生
342±0．02点であり（F＝9405，p〈O．00I），多重比較の結果、
2年生は1年生（p〈O．05）よりも，3年生は1年生（p〈O．O01）
よりも平均点が高く．高学年は低学年に比べ月経を「しよう
がないもの」と思っていた。
V．考　　　察
　ユ．高校生が持つ月経のイメージの特徴
　今回の結果より，女子高校生の90％以上が月経に対して，
「面倒くさいもの」，「しようがないもの」ととらえており，
同時に「女性として自然なもの」．「大切なもの」と思ってい
るものも多くいることが分かった。松本ら5〕は、小学生から
大学生1840名を対象に行った人格形成に月経がもたらす影
響に関する研究において、「大切な生理現象」と「煩わし
い」というイメージが高かったとしている。この結果は、月
経のとらえ方が，アンヒバレント（両価的）であることを示
唆するものであり，今回の研究は高校生への大規模な調査に
よりそれを確認し，実証したものと考える。
　ポジティブ項目において，どの学年も「大切なもの」「女
性として自然なもの」と思う者が7～9割いる一方で．「大
人になるしるしなのでうれしい」や「女性にしかないものだ
から誇らしい」と思う者は2～3割しかいないことがわかっ
た。またネガティブ項目でも，「面倒くさいもの」が各学年
9割以上．「女の子だけ損だと思う」「なくていいもの・邪魔
なもの」は約6割いる一方、「恥ずかしいもの」「不潔・汚ら
しいもの」は約2～3割であった。これらより高校生の月経
のとらえ方はアンヒバレントであるが，その特徴として、
「自然なもの」や「面倒くさいもの」といった柔らかな肯定
や否定が多く．「誇らしい」や「不潔・汚らしいもの」と
いった強い肯定や否定は少ないことが考えられた。
　2一学年間による月経のイメージの差
　月経のイメージがどのように変化していくのか、その一端
を明らかにすべく，本研究では学年の比較を行った。
　学年間に有意な差が見られた7項目のうち，「面倒くさい
もの」「しようがないもの」「大切なもの」「女性として自然
なもの」の4項目は，高学年の方が低学年に比べて，得点が
高く，そう思うことが分かった。
　’方、「恥ずかしいもの」「不潔・汚らしいもの」「なくて
いいもの・邪魔なもの」の3項目は．高学隼の方が低学年に
比べ、得点は低く．月経を「恥ずかしいもの」「不潔・汚ら
しいもの」「なくていいもの・邪魔なもの」とは思っていな
いことが分かった。
　今回の学年比較の結果．高学年ほど、月経を「面倒くさい
もの」「しようがないもの」と思いながらも、「大切なもの」
「女性として自然なもの」とポジティブにとらえるようにな
り，r恥ずかしいもの」「不潔・汚らしいもの」「なくていい
もの・邪魔なもの」というネガティブなとらえ方が減少して
いくことが推察された。
　松本6〕は「月経の周期的な繰り返しで．少女の『女性とし
ての自己』．すなわち女性性が刺激され、生理学的な発達と
社会文化的な要素の影響によって．I心理学的に不安定な状態
から安定した状態へと発達し，自我の確立や母性意識の発達
が起こって精神的に成長する」と述べており、これが．今回
の月経に対するとらえ方の学年間の差の背景にあると考える。
　今回の結果は，女性の月経のとらえ方の変化を知る上では
興味ある結果であると考える。しかし．今回は学年間の差か
らの推察であり，今後縦断的な調査により検証していくこと
が求められる。
V1．結　　　論
　女子高校生の90％以上が月経に対して「面倒くさいもの」．
「しようがないもの」と思う一方で．「女性として自然なも
の」．「大切なもの」と思っていた。また高学年ほど，月経を
「めんどうくさいもの」「しようがないもの」と思いながらも，
「大切なもの」「女性として自然なもの」とポジティブにとら
えるようになり，「恥ずかしいもの」「不潔・汚らしいもの」
「なくていいもの・邪魔なもの」というネガティブなとらえ
方が減少していた。
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